
札幌商工会議所
ものづくり工業部会

令和３年度 事業報告

（令和３年４月１日～令和４年３月３１日）



（１）全道商工会議所大会への要望提出
全道商工会議所大会（Ｒ３.７旭川市／大会は中止、オンライン全体会議）に向け、
部会からの要望事項を取り纏め、北海道商工会議所連合会を通じて関係省庁への
議案提出を行った。
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【当部会に関連する主な事項】

・女性や若者の「ものづくり産業」に対する意識の醸成を図る施策の推進

・地域活性化雇用創造プロジェクト等の継続又は後続事業の創出

・中小企業のデジタル化促進に向けた支援策の拡充

・カーボンニュートラル実現に向けた補助金の拡充

・「ものづくり補助金」の予算枠・補助上限の拡充と特別枠の継続

・中小、小規模事業者への大規模災害、感染症流行対応支援



（１）新型コロナ感染拡大に係る行政・関係機関への要望活動
新型コロナウイルスの影響を受ける市内事業者の声を届けるため、１１部会合同で
要望事項を取り纏め、７行政機関に「新型コロナウイルス感染症に係る部会緊急
要望書」を手交した。

手交日：令和３年４月20日（火）～令和３年４月２２日（木）

手交先：北海道経済産業局、北海道開発局、北海道労働局、北海道運輸局、北海道

厚生局、北海道、札幌市

参加者：１１部会 正副部会長１１名
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【要望事項】

Ⅰ.感染防止対策について

Ⅱ.中小企業の売上減少の下支えについて

Ⅲ.税制等における柔軟な対応について

Ⅳ.雇用維持・人材確保・人材育成への支援について

Ⅴ.公共工事について

Ⅵ.公共輸送について

Ⅶ.経済対策の推進について

Ⅷ.休業要請・休業補償等について

Ⅸ.アフターコロナ・ウィズコロナに向けて



（２）新型コロナ感染症対策に関する情報提供

（３）コロナ対策商品・サービスの普及促進
新型コロナウイルスの影響を受け、新しく始めた取組みやサービスを展開している
企業の紹介やコロナ対策のために必要なモノ・サービスを紹介するサイトを運営した。
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事 業 名 さっぽろ元気企業！サービス紹介掲示板

掲 載 数 ３７社

事 業 名 コロナ対策商品・サービス掲載サイト

掲 載 数 ４１社/４７件

事 業 名 新型コロナウイルスの正体ー感染対策のキーポイントー

日 時 令和３年６月２日（水） １０：００～１１：００

実施方法 オンライン

講 師 札幌医科大学 教授 當瀬 規嗣 氏

参 加 者 ９２名



（１）道内学生の製品化・事業化アイディア実現支援①

＜第４回 学生アイディアプレゼンテーション＞

将来の北海道経済を担う道内理系・工学系学生の道内定着・道内起業を促進するため、理工
学系の学生グループ、及び理工学系と情報・ビジネス系等他分野の学生がコラボレーション
して発案した製品化・起業アイディアを、地元企業・金融機関等とマッチングし、道内発信のビ
ジネス展開実現を支援する（北海道経済連合会、ノーステック財団、北海道ニュービジネス協
議会との連携事業）。

【製品化支援コース（公開プレゼンテーション）】
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参加企業募集 令和３年１１月２９日（月）まで

開 催 日 令和３年１２月２日（木） １４：００～１５：３０

開催方法 オンライン（Zoomウェビナー、事前収録プレゼンテーション）

参 加 者 ３０社、団体／40名

学校名 アイディア

北海道大学大学院 北海道に適した防雪柵設計の提案（軽量かつ組立容易な樹脂製防雪柵）

北海道大学 完全環境ビニールハウス（AI自動環境調整による農産物生産省人化と生産性向上）

北海道大学 パークウォーカー～小さな幸せへあなたを連れ出す（ARゲームアプリの開発）



【企業課題解決コース（個別面談）】

（１）道内学生の製品化・事業化アイディア実現支援②
【起業支援コース（公開プレゼンテーション）】
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学校名 アイディア

北海道大学 エコンプ（マイクロプラスチック吸着及び有用物質の生成分離技術の確立と事業化）

北海道大学大学院 医療診断装置応用を目指したTIBｒ半導体γ線センサーの製造・販売

企業名 学校名 アイディア

㈱北海道佐々木商会 公立千歳科学技術大学

機能性とデザイン性を両立した個性的な照明・空調設備
等電材の製品アイディア

（令和３年１1月25日 第1回面談。継続中）

㈱アミノアップ 公立はこだて未来大学 若い人が手に取りやすい機能性食品の開発アイディア
（令和３年１１月 ８日 第1回面談。継続中）

㈱コーサイ 国立大学法人室蘭工業大学 建築金物のみならず一般者向け製品の製造アイディア
（令和３年１2月13日 第1回面談。継続中）

旭イノベックス㈱ 北海道大学

パネルヒーターの新デザイン、新利用方法のアイディア

無人無動力による水害対策ゲートの新機構のアイディア
（令和３年１2月15日 第1回面談。継続中）



（２）道内主要展示会における札幌商工会議所コーナーの展開

＜ものづくりテクノフェア＞ 【開催中止】

会員企業や北のブランド認証企業の販路拡大とブランド化を推進するため、道内最大級の展示会
である「北洋銀行ものづくりテクノフェア」「ビジネスＥＸＰＯ」に札幌商工会議所コーナーを設け、
会員企業の出展を支援した。

＜ビジネスEXPO＞
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日 時 令和３年１１月１１日（木）～１２日（金）

会 場 アクセスサッポロ

出展者
１０社/１５小間（前年１０社 １２小間）

※全体２７７社、２７２小間 （前年 ２１５社、２３０小間）

来場者 ２８，２３９名（２日間合計。前年２１，７０３名 ※オンライン含む）

出展企業一覧

●㈱いたがき ●㈱パブリックリレーションズ

●㈱エルムデータ ●㈱ヒルコ

●寿産業㈱ ●北海道オリンピア㈱

●㈱コバルテック ●北海道物流開発㈱

●㈱タカフジ ●㈱ホリモトモールド



（３）ものづくりデータベースの充実
当部会の所属企業を広く紹介するホームページ「ものづくりデータベース」の機能を充実させ、

道内ものづくり企業のＰＲ・取引拡大に寄与するとともに、道内大学等に広く周知することにより、
リクルート等に寄与すべく取組を行った。（年間ページ閲覧数：61,853件 R4.2.25時点））
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機能改修
・新着情報の表示方法を変更
・会議所からのメール配信機能を追加し、事業案内・補助金情報提供を
活用した。

道内学校
へ周知

・教員・学生に就職情報収集・企業研究に活用いただくよう周知を行った。

４月 医療系などを除く道内国公立・私立大学１９校へ周知
６月 道内工業高等専門学校、工業高校等１７校へ周知
７月 「高等学校教員向け就職指導セミナー」参加の

道内普通科高校３７校へ周知
※周知方法は、チラシ（紙、電子データ）の配布及び担当教員への内容説明



（１）セミナーによる情報提供
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事業名 「SAPPOROものづくりデザインセミナー」

日 時 令和３年４月２１日（水） 場 所 当所８階 Aホール

内 容

基調講演『ウィズコロナに挑む！ものづくり戦略とは』 ㈱コボ 代表取締役社長 山村 真一 氏

公開講座『プロダクトデザイナー派遣事業について』
事例紹介『プロダクトデザイナー派遣事業の活用事例』 製品開発プロデューサー高橋 尚基 氏

参加者 ５７名

共 催 札幌市、（一財）さっぽろ産業振興財団

事業名 「ものづくりIｏT導入セミナー・成果報告会」

日 時 令和３年５月１８日（火） 場 所 当所８階 Bホール/オンライン併用

内 容

基調講演『中小製造業のIoT導入におけるポイント』
戦略経営ネットワーク協同組合代表理事 ITコーディネーター 赤羽 幸雄 氏

事例紹介『札幌市の支援を活用したものづくり企業のIoT導入に向けた取組』
池田食品株式会社 代表取締役 池田 光司 氏
寿機械株式会社 代表取締役社長 星川 敏夫 氏
ホクサン株式会社 北広島工場長 畑島 英機 氏

支援機関のお知らせ～札幌商工会議所・経済産業省北海道経済産業局・札幌市

参加者 60名

共 催 札幌市



（１）議員・部会役員アンケートの実施

業界課題や会員の要望等を把握するためGoogleフォームによるアンケートを
実施した。メール、FAX、郵送にて回答依頼を行った。
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期 間 令和３年１０月５日～２０日

対 象 ものづくり工業部会所属の議員、部会常任委員

件 数 ２６１件

回答数 ６９件（回収率２６.４％）



（１）正副分科会長会議①
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＜第３回 エネルギー・化学製品分科会＞

＜第３回 建設資材分科会＞

＜第３回 機械器具分科会＞

日 時 令和３年１１月１０日（水） １６：００～１７：００ 場 所 当所３階 特別会議室A

出席者 ７名

日 時 令和３年１１月１７日（水） １０：００～１１：００ 場 所 当所３階 特別会議室A

出席者 ７名

日 時 令和３年１１月１７日（水） １６：００～１７：００ 場 所 当所３階 特別会議室A

出席者 ６名

【会議内容】※共通

報 告 （１）令和３年度 事業実施状況について

（２）議員・部会役員アンケート結果について

意見交換 （１）令和４年度 事業計画（素案）について



（１）正副分科会長会議②
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＜第３回 産業リース分科会＞

日 時 令和３年１１月２４日（水） １１：００～１２：００ 場 所 当所３階 特別会議室B

出席者 ７名

＜第３回 鉄鋼・金属分科会＞

日 時 令和３年１１月２４日（水） １４：００～１５：００ 場 所 当所３階 特別会議室A

出席者 ８名

【会議内容】※共通

報 告 （１）令和３年度 事業実施状況について

（２）議員・部会役員アンケート結果について

意見交換 （１）令和４年度 事業計画（素案）について



（２）正副部会長会議
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日 時 令和３年１１月１０日（水） １６：００～１７：００

場 所 当所３階 特別会議室B

出席者 １０名

＜第７回 ものづくり工業部会 正副部会長会議＞

【会議内容】

報 告 （１）令和３年度 事業実施状況について

（２）新型コロナウイルス対策支援事業について

（３）議員・部会役員アンケート結果について

議 題 （１）令和４年度 事業計画骨子案について

＜第８回 ものづくり工業部会 正副部会長会議＞

日 時 令和４年３月９日（水） １０：３０～１１：００

場 所 ニューオータニイン札幌 ２階 北星の間

出席者 ９名

【会議内容】

議 題 （１）第３回正副部会長・正副分科会長会議の進め方について

（２）その他



（３）正副部会長・正副分科会長会議
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＜第３回 正副部会長・正副分科会長会議＞

日 時 令和４年３月９日（水） １１：００～１２：００

場 所 ニューオータニイン札幌 ２階 鶴の間

出席者 ３０名

【会議内容】

議 題 （１）令和３年度 事業報告（案）について

（２）令和４年度 事業計画（案）について



（１）カーボンニュートラル推進事業①
「気候変動対策行動計画」の推進に協力しながら、カーボンニュートラルを切り口とした新たな

ビジネスチャンスを創出するため、下記の通り事業を実施した。
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事業名 事業者向けゼロカーボン（カーボンニュートラル）対策・状況調査アンケート

時 期 令和３年４月１９日～５月１９日

回答数 １４２件 共同実施 札幌市

事業名 札商カーボンニュートラル推進事業『脱炭素セミナー』

日 時 令和３年５月２６日（水） 実施方法 オンライン配信

内 容

『札幌市気候変動対策行動計画」及び「札幌市気候非常事態宣言」について』

札幌市環境局 環境都市推進部 環境政策課 環境政策担当係長 佐竹 輝洋 氏

『カーボンニュートラルに向けた取り組みについて』

トヨタ自動車㈱ 北海道営業部 担当部長 鈴木 陽一 氏

『再生可能エネルギーの導入拡大に向けた太陽光発電及び蓄電池システムの共同購入事業について』

北海道 環境生活部環境局気候変動対策課 ゼロカーボン推進係 主査 漆崎 康司 氏

『省エネ最適化診断について』
（一財）省エネルギーセンター北海道支部 事務局長 小川 宏之 氏

参加者 １41名

共 催 札幌市、北海道



（１）カーボンニュートラル推進事業②
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事業名 札商カーボンニュートラル推進事業『第2回脱炭素セミナー』

日 時 令和４年３月１６日（水） 実施方法 ハイブリッド（会場・オンライン配信）

内 容

『寒冷地におけるZEBの建設事例 ～札幌三建ビル～』

三建設備工業（株）技術統括本部 つくばみらい技術センター長 佐藤 英樹 氏

『再生可能エネルギー１００％電力提供・導入事例紹介』

（株）エネコープ 代表取締役社長 渡邉 美彦 氏

『札幌市のZEBに関する取組について』

『再エネ電力利用拡大に向けた札幌市の取組について』

『水素を活用した災害に強く環境に優しいモデル街区について』

札幌市環境局 環境都市推進部 環境エネルギー課/環境政策課 担当者

共催 札幌市

参加者 88名

事業名 『札幌ゼロカーボン推進ネットワーク』Webサイト開設

時 期 令和４年３月３１日開設



（２）ＢＣＰ（事業継続計画）の策定支援
専門家や支援機関と連携し、自然災害及びコロナウイルス等の感染症拡大時における、事業
継続または早期復旧を可能にする方法や手順を定める計画の策定支援を行う。
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第１回 第２回

日 時 令和３年１１月１６日（火） １４：００～１５：３０ 令和４年１月１９日(水) １４：００～１５：３０

内 容

『災害等(感染症対応含)への対策計画＝「事業継続力強化計画」策定のポイントについて』
経済産業省北海道経済産業局 産業部 中小企業課 総括係長 高橋 俊弘 氏

『損害保険（ビジネス総合保険）活用による復旧事例紹介』
東京海上日動火災保険株式会社 広域法人部 次長 中村 郁雄 氏

参加者 １６名 １０名

第１回 第２回

日 時 令和３年１１月２９日（月） １３：３０～１７：００ 令和４年２月３日（木） １３：３０～１７：００

内 容
『事業継続力強化計画策定演習』
（独）中小企業基盤整備機構 北海道本部 中小企業アドバイザー 早坂 展 氏

参加者 ７名 ９名

＜事業継続力強化計画策定ワークショップ＞

＜事業継続力強化計画策定セミナー＞



（３）デジタル化促進支援事業①
中小企業のデジタル改革（ＤＸ）を推進するため、自社に適したデジタル技術導入の支援やＡＩ等
の先進技術について情報提供や個社支援を行い、中小企業が目指すデジタル技術を活用した
ビジネスモデル変革の機会を提供した。
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＜AI実装によるDX推進～中小企業のＡＩ技術活用セミナー＞

日 時 令和３年７月１５日（木） 視聴者 １３０名

＜ＡＩエンジンのケーススタディと中小企業での活用の可能性＞

第１回 第２回

日 時 令和３年８月２４日（火） 令和３年９月２日（木）

視聴者 ３６名 ３０名

＜DX推進に向けたクラウド活用セミナー＞

第１回 第２回

日 時 令和３年８月２６日（木） 令和３年８月３１日（火）

視聴者 ２０名 １１名



（３）デジタル化促進支援事業②
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＜地域DX推進セミナー＞

日 時 令和４年２月８日（火） 視聴者 １２３名

内 容 「コープさっぽろ」のDXの順番を赤裸々に話します」

＜生産性向上委員会 生産性向上事例紹介セミナー＞

日 時 令和３年１２月１０日（金） 視聴者 ５０名

内 容
第１部 「観光タクシー事業のクラウド化による生産性向上・事業拡大」
第２部 「アジャイル方式による短期開発、生産・商談状況の“見える化”」

＜生産性向上事例紹介セミナー＞

第１回 第２回

日 時 令和３年１２月３日（金） 令和４年２月１５日（火）

内 容 「老舗企業が決めたDXへの一歩」 「中小企業の活路は“DX”にあり！」

視聴者 ４０名 ２３名



（４）働き方改革への対応推進
働き方改革関連法施行により、長時間労働の是正や同一労働同一賃金、柔軟な働き方への環境

づくり等が求められていることから、事例紹介・セミナー等を通じ企業の取り組みを支援した。
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事業名 「同一労働同一賃金」適用セミナー

日 時 令和３年６月２２日（火） 参加者 ２３名

事業名 働き方が変わる人事考課のススメセミナー

日 時 令和３年７月２７日（火） 参加者 １１名

健康企業宣言運動

会員企業に向けて、従業員への喫煙率改善、メタボ率改善、歯科健診受診などの健康プランを検討頂き、各事業
所の取組み内容を健康企業宣言として当所ホームページ上に掲載し、広く周知をした。
＜登録企業＞４26社（令和4年3月３1日現在）

ストレスチェック制度の普及

従業員数５０名以上の企業に義務化されているストレスチェックの会員向けサービスの利用促進を図った。
令和３年度 申込企業：5社 （令和２年度 申込企業：５社）

札幌市がん対策認定企業

企業における「がん患者の治療と就労の促進」を図る「札幌市がん対策認定企業制度」の申請窓口として、当所
会員企業への周知を図った。 令和３年度 認定企業：９社 （平成２９年度からの累計：５７社）



（５）補助金・助成金に関する情報提供
国・道・市などの補助金・助成金に関する公募情報の告知や、これらを活用するためのセミ
ナー等を通じて情報提供を行った。
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事業名 IT利活用促進事業費補助金 公募説明会

日 時 令和３年５月３１日（月） 視聴者 １２３名

札幌市企業支援施策開設動画

札幌市の補助金・助成金を中心に、当所ホームページにて各種支援策の動画を配信した。

掲載場所：トップページより【令和３年度 補助金等各種支援について】

視聴回数：７,０２０回 （令和４年１月３１日現在）

国・道・市の支援金情報の提供

国・道・市の支援金や関連する情報を部会役員へ随時メールにて配信した。



（６）人材確保・育成事業
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コロナ禍における採用市況を踏まえて、オンラインを取り入れた企業説明会や各種セミナーを
実施する他、自社採用サイトや動画を活用した企業の周知力強化を支援。

加えて、在籍型出向制度の利用促進や、首都圏イベントにてＵＩＪターン相談ブースを試行的に

出展する等、様々な角度から事業展開を行った。

＜高校生向けインターンシップ事業＞

受入先登録企業 ８０社

受入対象 延べ６校１３９名

＜高校と企業との就職情報交換会＞

日 時 令和３年７月１日（木）・２日（金）

参加者 【高校】延べ１９校 【企業】延べ６１社

＜高校教員向け業界セミナー＞

日 時 令和３年７月２日（金）

参加者 ７１名

＜教職員向け業界研修への講師派遣＞

日 時 令和３年８月３１日（火）

参加者 北海道札幌南陵高等学校職員２４名  



（６）人材確保・育成事業②
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＜高校出張型企業説明会＞

学校名 北海道清水高等学校 北海道札幌琴似工業高等学校

日 時 令和３年６月１５日（火）、７月２０日（火） 令和３年６月２９日（火）

開催方法 オンライン配信 北海道札幌琴似工業高校２階電子計測実習室にて

参加者
【生徒】総合学科人間生活系列３年生２名
【企業】２社

【生徒】情報技術科２～３年生９１名
【企業】７社

＜高等学校における就職指導に関する意見交換会＞

日 時 令和３年１０月１８日（月）

参加者 【高等学校長協会】 高等学校長（札幌南陵、札幌西陵、千歳北陽、豊富）４名

＜採用PR動画制作プラン＞

内 容 社員や経営者等のインタビュー映像を中心に仕事風景や社内を伝える動画を制作

利用者 ４社

＜学生による企業の魅力発信プロジェクト（M－PRO）＞

日 時 令和３年７月３日（土）～１０月１０日（日）

参加者
【大学】５校／２～３年生３２名
【企業】９社



（６）人材確保・育成事業③
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＜人材採用力・人材育成力強化に向けた専門家派遣＞

日 時 令和３年７月～令和４年２月

利用者 ９社（全２２回）

＜採用・育成力強化セミナー＞

セミナー名 人材確保支援セミナー 人材育成力強化セミナー

日 時 令和３年６月２８日（月） 令和３年７月１２日（月）

参加者 ４９名 ４９名

セミナー名 自社採用サイト改善プログラム

勉強会① 令和３年７月２９日（木）

参加者 延べ２１社２７名勉強会② 令和３年１０月２６日（火）

勉強会③ 令和４年１月２５日（火）

個別相談会① 令和３年８月３日（火）～５日（木）

参加者 延べ１５社個別相談会② 令和３年１１月４日（木）～５日（金）

個別相談会③ 令和４年２月３日（木）



（６）人材確保・育成事業④
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開 始 令和２年１１月～

送出企業 ２３社 受入企業 ５６社

成 約 ２１件

＜雇用を守る出向支援プログラム（在籍型出向制度）の周知＞

コロナ禍による業務稼働率の大幅な低下に伴い、一時的に人材過多となった企業の雇用維持を
目的に、(公財)産業雇用安定センター北海道事務所と連携の下、在籍型出向制度を利用したい
人材の送出企業と受入企業より、申込を当所ホームページ上で受け付けた。

＜北海道まるごとフェアinサンシャインシティ２０２１「札幌で働こう！UIJターン相談コーナー＞

日 時 令和３年１０月７日（木）～１１日（月）

来訪者 延べ４５名

＜業種別オンライン合同企業説明会＞

日 時 令和３年８月２６日（木）～２７日（金）

参加者 【学生】延べ３０４名 【企業】延べ５５社

＜シニア人材対象 合同企業説明会＞

日 時 令和３年１１月８日（月）

参加者 【求職者】５６名 【企業】１８社



（６）人材確保・育成事業⑤
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募集期間 令和３年１１月１日（月）～１２月２４日（金）

最終審査会 令和４年２月８日（火）

授賞式 令和４年２月２６日（土）

応募数 １８２作品・４５５名

後援 札幌市教育委員会

＜はたらく大人をクローズアップ！キャリアリサーチコンテスト＞

＜お仕事アカデミー＞

業界団体や企業の協力の下、札幌市内の小学校で高学年の児童を対象に、仕事体験の機会を

提供した。

学校名 札幌市立新琴似小学校 札幌市立真駒内桜山小学校

日 時 令和３年１１月１７日（水） 令和３年１１月２４日（水）

札幌市内中学生を対象に、地元で働く大人や地場企業の仕事内容等を調査したレポート作品を

募集し、上位３作品を選考、表彰した。



（８）会員表彰式・会員新春交歓会 ※中止

（９）部会ニュースの発信（事業案内・活動報告）
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（７）部会親睦・交流事業（部会役員親睦ゴルフ大会 等） ※中止

令和３年４月号より、一般会員を含め広く各部会の活動状況報告・事業開催案内を行うため、

当所ホームページへの公開を行った（毎月１５日に公開）。

掲載場所：トップページより『今月の部会ニュース』


